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100万市民と仙台市医師会を結ぶ情報誌

仙台市医師会 検 索

配布用です。
ご自由にお持ち
帰りください
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ロ
ン
グ
ラ
ン
続
く
公
開
講
座

「市
民
医
学
講
座
﹂
は
１
９
７
２
︵
昭
和

47
︶年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
42
年
続
く
歴

史
の
重
み
を
、
今
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
長
く
継
続
で
き
た
の
は
、
何
よ

り
医
師
会
の
担
当
理
事
の
先
生
方
と
講
師
を

務
め
た
先
生
方
の
﹁
よ
り
よ
い
講
座
を
作
り

た
い
﹂
と
い
う
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
。
そ

し
て
熱
心
に
聴
い
て
く
だ
さ
る
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
支
持
が
あ
っ
た
こ
と
。
そ
の

双
方
が
う
ま
く
循
環
し
た
こ
と
が
幸
い

し
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
関
係
各
位

の
ご
努
力
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

市
民
医
学
講
座
の
特
長

﹁
毎
月
一
つ
の
医
療
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
専
門
の
ド
ク
タ
ー
が
わ
か
り
や
す

く
解
説
し
、
市
民
か
ら
の
質
問
に
答
え

る
﹂
と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
当
初
か
ら

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

さ
ま
ざ
ま
な
医
療
情
報
が
簡
単
に
手

に
入
る
世
の
中
に
な
っ
て
も
、
多
く
の
方
々

が
通
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
、
お
そ
ら
く
他
に

は
な
い
価
値
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
一
方
的
に
聴
く
だ
け
で
な
く
、

講
師
に
直
接
質
問
が
で
き
る
の
は
、
本
講
座
の

特
長
で
す
。
講
義
後
の
質
問
タ
イ
ム
に
は
、
積

極
的
な
手
が
い
く
つ
も
上
が
り
ま
す
。

ま
た
、
生
き
た
情
報
が
得
ら
れ
る
の
も
大

き
な
魅
力
で
す
。
講
師
は
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
地
元
の
開
業
医
、

勤
務
医
、
大
学
の
先
生

方
で
す
か
ら
、﹁
市
民

の
皆
さ
ま
が
今
、
何
を

聴
き
た
い
か
﹂
を
よ
く

ご
存
じ
で
す
。
さ
ら
に

﹁
〇
〇
先
生
は
何
が
専

門
で
、
ど
ん
な
治
療
を

行
っ
て
い
る
か
﹂な
ど
、

病
院
や
ド
ク
タ
ー
に
関

す
る
情
報
も
確
認
で
き

ま
す
。

な
お
講
義
内
容
は
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
︵
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
仙
台
キ
ャ
ベ

ツ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
︱
Ｖ
︶
で
放
映
し
て
お
り
ま
す
。

視
聴
エ
リ
ア
の
方
は
、
ぜ
ひ
そ
ち
ら
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
と
共
に
末
長
く

仙
台
市
医
師
会
の
使
命
は
、
仙
台
市
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
で
す
。
市
民
医
学

講
座
は
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
末
長
く

続
け
た
い
。
で
き
れ
ば
永
遠
に
…︵
笑
︶。
そ

れ
く
ら
い
大
切
な
活
動
と
捉
え
て
い
ま
す
。

受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
は
毎
回
丁
寧
に
目
を

通
し
て
い
ま
す
し
、
テ
ー
マ
の
リ
ク
エ
ス
ト

は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
さ
ま

か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、﹁
市
民
と
共
に
歩
む

講
座
﹂
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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０
０
回
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市
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学
講
座
～仙台市医師会　会長 永井　幸夫

（永井小児科医院　院長）

２
０
１
５
年
１
月
に
５
０
０
回
の
節
目
を
迎
え
た
﹁
市
民
医
学
講
座
﹂
に
つ
い
て
、
仙
台
市
医
師
会
会
長
に
お
聞
き
ま
し
た
。
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市
民
医
学
講
座
は
、
今
も
平
均
１
５

０
人
前
後
、
多
い
時
は
３
０
０
人
を
超

え
る
市
民
が
聴
講
に
訪
れ
る
、
息
の
長

い
人
気
講
座
で
す
。

そ
の
歴
史
を
﹃
仙
台
市
医
師
会
史
﹄

で
ひ
も
と
く
と
、
42
年
前
の
開
講
趣
旨

は
﹁
医
師
が
白
衣
を
脱
ぎ
、
診
療
室
と

い
う
城
を
出
て
市
民
の
中
に
入
り
、
医

療
に
つ
い
て
語
り
か
け
よ
う
﹂
と
い
う

も
の
で
し
た
。
当
時
は
、
市
民
に
と
っ

て
﹁
医
療
﹂
や
﹁
医
師
﹂
の
存
在
が
今

よ
り
は
る
か
に
遠
い
存
在
だ
っ
た
た
め
、﹁
医

療
の
啓
蒙
と
対
話
を
通
し
、
市
民
と
の
よ
り

よ
い
信
頼
関
係
を
築
こ
う
﹂
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
た
の
で
す
。

第
１
回
講
座
は
、
１
９
７
２︵
昭
和
47
︶年

11
月
17
日
に

仙
台
市
役
所

６
階
会
議
室

で
行
わ
れ
ま

し
た
。
テ
ー

マ
は
﹁
高
血

圧
︵
血
圧
管

理
︶
に
つ
い

て
﹂
。
初
回

か
ら
注
目
度

は
高
く
、

﹁
事
務
局
の
予
想
を
大
幅

に
上
回
る
１
５
０
人
超
の

来
場
が
あ
り
、
熱
心
な
質

問
も
多
か
っ
た
﹂
と
、
仙

台
市
医
師
会
の
上
山
浩
事

務
局
長
は
振
り
返
り
ま

す
。継

続
を
望
む
声
に
後
押
し
さ
れ
、
そ
の
後

は
月
に
１
度
の
開
催
が
定
例
化
。
毎
月
の
テ

ー
マ
は
、
興
味
・
関
心
の
高
い
と
思
わ
れ
る

分
野
か
ら
、
医
療
の
進
歩
と
社
会
情
勢
の
変

化
に
合
わ
せ
て
選
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
50

回
ご
と
の
節
目
に
は
記
念
講
演
会
を
実
施

し
、
広
く
親
し
ま
れ
る
講
座
を
目
指
し
て
き

ま
し
た
。

講
座
の
企
画
・
運
営
は
、
当
初
は
仙
台
市

と
仙
台
市
医
師
会
の
２
者
で
し
た
が
、
76

︵
昭
和
51
︶年
に
仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー
が
、

86︵
昭
和
61
︶年
に
仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

が
加
わ
り
、
以
来
４
者
で
共
催
し
て
い
ま

す
。ま

た
93︵
平
成
５
︶年
か
ら
は
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
よ
り

多
く
の
市
民
が
聴
講
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

❷

特
集 共に学ぶ医療 〜500回を迎えた市民医学講座〜

記念講演会（敬称略）

▲第1回講座（1972年）。講師は結城隆弥先生。

▲第300回講座（1998年）。東北大学医学部長
（当時）の久道茂先生と、作家であり医師で
もあった、なだいなだ氏を講師に迎え、過去
最多の923人が聴講。

第50回
（昭和52年5月21日）

「食生活と日本人の疾患」槙　哲夫
「海外事情うらおもて」末常尚志

第100回
（昭和56年7月18日）

「排尿あれこれ」宍戸仙太郎
「俳優と創造」佐野浅夫

第150回
（昭和60年9月19日）

「浴場におけるCO中毒について」赤石　英
「水はわたしのパートナー」木原光知子

第200回
（平成元年11月18日）

「いのち」小暮久也
「医療と人間」鈴木健二

第250回
（平成6年1月22日）

「人は何故がんになるのか～社会から遺伝子まで～」黒木登志夫
「生きるよろこび」瀬戸内寂聴

第300回
（平成10年3月14日）

「知識をもってがんと闘おう」久道　茂
「自由と不安～現代人の不安について～」なだ　いなだ

第350回
（平成14年5月11日）

「あなたの遺伝子がきめること」松原洋一
「自然がくれたほんものの元気」高木美保

第400回
（平成18年7月29日）

「たすけるのはあなた～災害時における自助・共助～」篠澤洋太郎
「人と自然の豊かな関係」見城美枝子

第450回
（平成22年9月25日）

「タバコを吸う人の肺がんとタバコを吸わない人の肺がん
～何が違うの？～」貫和敏博

「アスベストと私」佐伯一麦

第500回
（平成27年1月10日）

「大規模災害と大学の役割」里見　進
「『聞く力』の力」阿川佐和子

〜
 市
民
医
学
講
座
42
年
の
歴
史
 〜
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第
５
０
０
回
市
民
医
学
講
座
は
、
東
北
大
学

総
長
の
里
見
進
先
生
と
、
作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
の
阿
川
佐
和
子
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
で
し

た
。
会
場
の
ア
エ
ル
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
、
抽

選
で
選
ば
れ
た
市
民
４
８
３
人
が
来
場
。
奥
山

恵
美
子
仙
台
市
長
ら
共
催
４
団
体
の
代
表
あ
い

さ
つ
の
後
、
里
見
進
先
生
の
講
演
﹁
大
規
模
災

害
と
大
学
の
役
割
﹂
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

東
北
大
学
病
院
長
時
代
、
東
日
本
大
震
災
に

遭
わ
れ
た
里
見
先
生
。
講
話
前
半
は
﹁
あ
の
時

何
が
起
き
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に
病
院
を
復

旧
さ
せ
、
被
災
地
の
医
療
体
制
を
整
え
た
か
﹂

と
い
う
貴
重
な
経
験
談
で
す
。
病
院
ス
タ
ッ
フ

が
一
丸
と
な
り
、﹁
患
者
の
無
条
件
受
け
入
れ
﹂

と
﹁
被
災
地
へ
の
医
師
派
遣
﹂
に
力
を
尽
く
し

た
経
緯
が
語
ら
れ
る
と
、
会
場
は
静
か
な
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

後
半
は
、
東
北

大
学
の
﹁
災
害
復

興
新
生
研
究
機

構
﹂
の
活
動
に
つ

い
て
。
現
在
８
つ

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
１
０
０
を

超
え
る
復
興
ア
ク

シ
ョ
ン
を
手
掛
け

て
い
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
、
復
興
に

向
け
た
力
強
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
著
書

﹃
聞
く
力
﹄
が
大

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
も
名
高
い
阿

川
佐
和
子
氏
が
登
壇
。﹁
﹃
聞
く
力
﹄
の
力
﹂
と

題
し
、﹁
相
手
の
話
を
真
剣
に
聞
く
大
切
さ
﹂
や

﹁
聞
き
上
手
の
ポ
イ
ン
ト
﹂
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
満
載
の
ト
ー
ク

で
、
会
場
の
空
気
も
一
気
に
和
や
か
に
な
り
、

予
定
の
１
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
﹁
大
学
病
院
の
ご
苦
労
と
果

た
し
て
き
た
役
割
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
感

謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
﹂﹁
阿
川
さ
ん
の
お
話
は
楽

し
く
て
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。﹃
聞
く
こ

と
﹄
は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
で
す
ね
﹂
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

❸

｢大規模災害と大学の役割」
里見進東北大学総長

｢『聞く力』の力」阿川佐和子氏

満員のアエル多目的ホール

共催団体代表としてあいさつする、奥山恵美子仙台市長（左）と、
永井幸夫仙台市医師会会長（右）

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

市
民
医
学
講
座
５
０
０
回
を
記
念
す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

第
５
０
０
回
市
民
医
学
講
座
記
念
講
演
会

２
０
１
５
年
１
月
10
日
㈯

てとてとて40号01‐06̲.  平成 27/07/17  11:13  ページ 3



﹁
感
染
症

を
防
ご
う
～

微
生
物
の
こ

と
を
知
り
、

手
洗
い
の
し

か
た
を
学
ぼ

う
～
﹂
と
題

し
た
﹁
第
１

回
こ
ど
も
医
学
講
座
︵
＝
第
４
９
９
回
市
民
医

学
講
座
︶﹂
に
集
ま
っ
た
の
は
、
小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
。
講
師
は
感
染
症
研
究
の
第
一
人

者
、
東
北
大
学
大
学
院
感
染
制
御
・
検
査
診
断

学
分
野
教
授
の

賀�

来�

満
夫
先
生

で
す
。

第
１
部
の
講

義
で
は
﹁
感
染

症
と
は
ど
ん
な

病
気
か
﹂﹁
ど
う

や
っ
て
感
染
す

る
か
﹂
に
始
ま

り
、﹁
感
染
対
策

は
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
、
こ
ま
め

な
手
洗
い
が
と

て
も
重
要
で
あ

る
こ
と
﹂
を
学

び
ま
し
た
。

第
２
部
は
、

手
洗
い
の
ポ
イ

ン
ト
を
学
習
し

た
後
、
賀
来
先

生
の
教
室
ス
タ

ッ
フ
と
の
﹁
サ

イ
エ
ン
ス
実
習
﹂
で
す
。
目
に
見
え
な
い
汚
れ

を
測
定
で
き
る
特
殊
な
機
械
︵
Ａ
Ｔ
Ｐ
測
定

器
︶
を
用
い
、﹁
手
洗
い
前
後
で
、
汚
れ
（微
生

物
）の
数
値
が
ど
れ
く
ら
い
変
化
す
る
か
﹂
を
実

習
。﹁
身
の
回
り
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
微
生
物
が
い

る
こ
と
﹂﹁
手
を
洗
っ
て
微
生
物
の
侵
入
を
防
ぐ

こ
と
﹂
を
体
験
し
ま
し
た
。

﹁
こ
ど
も
医
学
講
座
﹂
は
今
回
が
初
の
試
み
で

し
た
が
、
受
講

し
た
子
ど
も
た

ち
の
真
剣
な
表

情
、
意
欲
的
な

姿
勢
が
印
象
的

で
し
た
。

❹

特
集 共に学ぶ医療 〜500回を迎えた市民医学講座〜
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参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声参加者の声

｢くしゃみをした人の
（飛沫）映像がすご

かったー！」「周りの人にす
ごい迷惑かけてると思った」
「実験で手の汚れが見えたの
もビックリだった」。

｢クリニックでは習慣のように手
を洗っていましたが、今日あ

らためてその大切さを学びました。
実習の時、息子に『ウェットティッ
シュの同じ面ばかり使ったら意味無
いよ』って指摘され、『よく見てる
な』と感心しました（笑）」。

子どもたちの興味を引き出す
賀来満夫先生

自分の手にどれくらい微生物がいるか
ドキドキしながら測定

シャーレの中のさまざまな微生物を
注意深く観察

第
１
回
 こ
ど
も
医
学
講
座

２
０
１
４
年
12
月
13
日
㈯

姉妹（中1・小4）と友だち（小4）の仲良し３人組

息子（小5）と参加した医療従事者

きちんと洗ったつもりでも、
洗い残しがあちこちに…
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❺

「自分が病院でお世話になった経験か
ら、苦しんでいる人たちの役に立ちた
いという思いがあり、勉強に来ていま
す。これまで10回ほど受けましたが、
いろいろな分野のことを教わりまし
た」（太白区・50代）

「受講すると次回のお知らせをいただけ
るので、興味のある回はなるべく来るよ
うにしています。先生のお話がわかりや
すく、文章を読むより頭に入ります。介
護予防に役立つお話もお聴きしたいです
ね」（青葉区・70代）

市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。市民医学講座は、仙台市・仙台市医師会・仙台市医療センター・仙台市救急医療事業団が共催しています。

市民医学講座は、市民の皆さまに病気やその予防法といった医学の知識を深めてい
ただくことを目的として、昭和47年11月に「高血圧」をテーマとしてスタートいたし
ました。42年の歩みを重ね、500回の節目を迎えることができたのも、ひとえに健康
や医療に関する市民の皆さまの意識の高さと、それに応えてこられた講師の先生方の
ご尽力の賜でございます。
テレビやインターネットから情報が得られる今日においても、医療の最前線でご活

躍される先生方から直接話を聴き、質問できるという点で、さらなる知の深まりがあ
り、健康寿命の延伸にも大きく寄与しているものと考えております。
今後とも、市民医学講座が市民の皆さまの元気の源となり、健康や医療の知識を深める長寿講座となる

よう、一層の充実に努めてまいります。

仙台市長　奥山恵美子

市民医学講座は、地域医療活動の一環として昭和47年に始まりました。当初は仙台
市と仙台市医師会が企画・運営を行い、仙台市医療センターが加わったのは、昭和51
年4月のことです。以来今日まで「市民の医療情報源」「医師と市民の対話の場」とい
う役割を担ってまいりました。また50回ごとの節目には記念講演会を催し、平成27年
1月には500回の記念講演会を開くことができました。
近年、他の多くのメディアでも医療について取り上げておりますが、医療の進歩や

社会情勢の変化に合わせた「市民のための医学講座」を、今後も継続していきたいと
思っております。

仙台市医療センター　理事長　中川　　洋

平成27年1月10日、市民医学講座は500回の記念講演会を迎えることができました。
これまで継続してこられた仙台市医師会の皆さま、職員の方々、関係各位に改めて敬
意を表します。また、いつも熱心に聴講に来てくださった市民の皆さまの支えがあっ
たからこそ、昭和47年11月に始まった医学講座が、42年もの長い間続けてこられたも
のと感謝しております。
今後も、難解な医学用語を避け、わかりやすい解説を心掛けてくださる講師の先生

方のお力を借りて、この市民医学講座が健康維持に関心を持つ皆さまのお役に立てれ
ば幸いです。

仙台市救急医療事業団　理事長　今井　克忠

主催者代表あいさつ
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日時…月1回。原則毎月第3木曜日13時30分から約1時間（曜日や時間が異なる月もあります）
場所…仙台市急患センター・仙台市医師会館２階ホール

（若林区舟丁64-12 地下鉄河原町駅北出口徒歩１分）
内容…毎回1つの医療テーマについて、その分野の第一人者が最新情報を交えた解説を行い、

市民からの質問に答えます。

予約不要・誰でも自由に聴くことができます

❻

特
集 共に学ぶ医療 〜500回を迎えた市民医学講座〜

市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…市民医学講座は…

受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声受講者の声
「市政だよりを見て来まし
た。今日で2度目ですが、予約
無しで気軽に来られるのがい
いですね。地下鉄の駅からも
近くて便利です」

（太白区・60代）

「もう20年以上通っています。医療は日々進
歩するので、ここで新しい情報を入れておけ
ば、いざという時に心強いと思って…。関心を
持つ人にとって、きちんとした情報を提供して
いただけるのは有難いですね。無料ですし
（笑）」（太白区・70代) 

※詳しくは、市政だより・新聞各紙・医療機
関などに掲示されたポスターでご確認くだ
さい。本誌（13ページ）・仙台市医師会の
ホームページでもお知らせしています。

※各回の模様は、ケーブルテレビ（J:COM
仙台キャベツ、CAT‑V）で見ることがで
きます。

http://www.sendai.miyagi.med.or.jp/
citizens/lecture.shtml

市民医学講座が長きにわたり継続できたのは、市民の皆さまの最新医学・健康への強い興
味・関心が原動力と考えております。そして、その力はますます大きくなっており、市民医
学講座の役割の重さに身の引き締まる思いです。
さて、これまでは木曜日の午後に講座を開催してまいりましたが、ここ数年は平日夜間や
土曜日など、昼間働いている方や子育て中の方に向けた講座も開催しております。昨年から
始めた「こども医学講座」も、今年また開催の予定です。
今後も幅広い市民が参加できるよう心掛け、「市民に役立つ医学講座」として、皆さまの

ご意見を重視しながら運営してまいります。
仙台市医師会　理事　草刈千賀志

これからも市民と共に
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適
正
な
運
動
は
人
そ
れ
ぞ
れ

心
身
の
健
康
を
保
つ
に
は
、
毎
日
の
運
動
習
慣
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
久
し
ぶ
り
に
体
を
動
か
す

人
、
身
体
に
痛
み
や
持
病
の
あ
る
人
、
病
気
や
け
が

の
リ
ハ
ビ
リ
中
と
い
う
人
た
ち
に
は
、
無
理
な
運
動

が
逆
効
果
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

仙
台
市
体
育
館
の
﹁
体
力
測
定
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
﹂

は
、
運
動
す
る
に
あ
た
っ
て
不
安
や
疑
問
の
あ
る
人
に

﹁
自
分
に
適
し
た
運
動
﹂
を
診
断
し
て
く
れ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
１
９
８
５
年
の
開
設
以
来
、
小
学
生
か
ら
シ

ニ
ア
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
施
は
土
曜
日
の
午
後
。
仙
台
市
医
師
会
派
遣
の

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
と
仙
台
市
体
育
館
の
指
導
員
が

１
時
間
30
分
か
ら
２
時
間
か
け
、
じ
っ
く
り
と
測

定
・
診
断
し
て
く
れ
ま
す
。

総
合
的
な
体
力
を
測
定

利
用
者
は
、
初
め
に
安
静
時
の
血
圧
と
身
長
・
体

重
を
測
り
、
尿
検
査
と
問
診
を
受
け
ま
す
。
そ
の

後
、
自
転
車
を
こ
ぎ
な
が
ら
心
電
図
・
血
圧
・
心
拍

数
を
計
測
す
る
﹁
運
動
負
荷
試
験
﹂
を
実
施
。
こ
れ

ら
の
結
果
か
ら
﹁
心
臓
に
負
担
無
く
、
安
全
か
つ
効

率
的
に
行
え
る
運
動
﹂
を
、
ド
ク
タ
ー
に
処
方
し
て

も
ら
い
ま
す
。

さ
ら
に
現
時
点
で
の
体
力
を
知
る
た
め
、
努
力
性

肺
活
量
と
筋
力
・
瞬
発
力
・
敏
捷
性
・
平
衡
性
・
柔

軟
性
・
筋
持
久
力
を
測
る
体
力
テ
ス
ト
も
実
施
。
測

定
結
果
を
ま
と
め
た
体
力
診
断
表
を
見
な
が
ら
、
指

導
員
に
﹁
ど
の
よ
う
な
運
動
が
適
し
て
い
る
か
﹂﹁
ど

の
分
野
の
強
化
が
必
要
か
﹂
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
、
終
了
で
す
。
希
望
者
は
そ
の
後
、
体
育
館
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
の
講
習
を
受
け

る
こ
と
も
で
き
ま
す
︵
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
︶
。

利
用
者
の
声

取
材
日
の
利
用
者
の
１
人
は
﹁
週
１
回
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
を
し
て
い
る
﹂
と
い
う
60
代
の
男
性
。
﹁
最
近

高
血
圧
に
な
り
投
薬
治
療
を
始
め
た
の
で
、
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
運
動
し
て
よ
い
も
の
か
﹂
を
相
談
し

た
と
こ
ろ
、
運
動
負
荷
試
験
を
含
め
結
果
は
良
好
。

﹁
き
ち
ん
と
測
っ
て
ド
ク
タ
ー
の
お
墨
付
き
を
も
ら

え
た
の
で
、
安
心
し
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続
け
ら
れ

ま
す
﹂
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

も
う
１
人
の
30
代
男
性
は
﹁
普
段
何
も
運
動
し
て

い
な
い
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
ま
ず
い
か
な
…
﹂
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
り
ま
し
た
。

測
定
結
果
を
見
て
﹁
予
想
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
か

な
り
体
力
が
落
ち
て
い
て
運
動
の
必
要
性
を
痛
感
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
始
め
ま
す
﹂
と

決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ー
か
ら

﹁
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
﹂
担
当
医
の
１
人
、
沖
野
内
科

医
院
院
長
の
浅
沼
孝
和
先
生
は
﹁
健
康
の
た
め
の
運

動
に
は
、
自
分
に
合
っ
た
﹃
種
類
・
強
度
・
頻
度
﹄

が
あ
り
ま
す
。
他
の
人
が
い
い
と
薦
め
る
も
の
が
、

自
分
に
も
同
じ
よ
う
に
い
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
﹂
と

強
調
。
無
理
せ
ず
長
続
き
で
き
る
よ
う
、
人
に
よ
っ

て
は
﹁
ゆ
っ
く
り
散
歩
す
る
だ
け
で
い
い
で
す
よ
﹂

と
助
言
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

﹁
１
０
０
０
円
で
こ
れ
だ
け
充
実
し
た
検
査
・
測
定

は
な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
受
け

て
い
た
だ
き
、
健
康
維
持
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
﹂。
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❼

沖野内科医院
院長 浅沼　孝和先生
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❽

安静時血圧測定

心電図・血圧・心拍数の変化を見ながら自転車を
こぎ、負荷を強めていく「運動負荷試験」。安静
時には見られない循環器系トラブルが発見される
こともある。

測定結果を基に、指導員が今後のアドバイス
をする。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
土曜日①13:10　②13:50　③14:30　④15:20　⑤16:00の5回実施。各回定員1人。前日までに電話で
申し込み（先着順）。実施しない週もあります。ホームページまたは電話でご確認ください。

小中学生500円・高校生以上1000円
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自
宅
で
で
き
る
体
質
改
善

﹁
ス
ギ
花
粉
症
﹂
は
国
内
患
者
数
が
３
０
０

０
万
人
以
上
い
る
と
い
わ
れ
、
４
人
に
１
人
が

悩
む
﹁
国
民
病
﹂
で
す
。

治
療
に
は
主
に
飲
み
薬
と
点
鼻
薬
を
使
っ
て

い
ま
す
が
、
２
０
１
４
年
10
月
﹁
舌
下
免
疫
療

法
﹂
と
い
う
新
し
い
治
療
法
が
登
場
し
ま
し

た
。こ

れ
は
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
で
あ
る
ス
ギ
花
粉
を

ご
く
少
量
か
ら
投
与
し
、
体
を
慣
ら
し
て
い
く

﹁
ア
レ
ル
ゲ
ン
免
疫
療
法
︵
減
感
作
療
法
︶﹂

の
一
種
で
す
。
皮
下
注
射
で
行
う
方
法
は
以
前

か
ら
あ
り
ま
す
が
、
通
院
の
煩
わ
し
さ
や
注
射

へ
の
抵
抗
感
か
ら
普
及
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
方
法
は
﹁
舌
の
下
に
薬
を
垂
ら
す
﹂
と

い
う
手
軽
さ
か
ら
、
治
療
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

治
療
上
の
注
意
点

治
療
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
ス
ギ
花
粉
症
と

診
断
さ
れ
た
12
歳
以
上
の
患
者
さ
ん
で
す
。
１

日
１
回
、
１
滴
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
薬
を
２
週

間
か
け
て
増
量
し
、
３
週
目
以
降
は
一
定
量
を

長
期
間
服
用
。
体
を
慣
ら
す
た
め
に
は
３
～
５

年
を
要
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
従
来
の
治
療
法
と
は
大
き
く
異

な
る
た
め
、
い
く
つ
か
注
意
点
が
あ
り
ま
す
。

野村　和弘 先生
（自治医科大学附属さいたま医療センター 耳鼻咽喉科 講師）

一
つ
目
は
確
定
診
断
が
重
要
で
あ
る
こ
と

で
す
。
原
因
が
ス
ギ
花
粉
で
な
け
れ
ば
投
与

の
意
味
が
無
い
の
で
、
血
液
検
査
な
ど
で
ア

レ
ル
ゲ
ン
を
確
定
し
ま
す
。

二
つ
目
は
副
作
用
で
す
。
ご
く
ま
れ
に
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
が
起
き
過
ぎ
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
慎
重
に
進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
つ
目
は
治
療
開
始
が
６
～
11
月
に
限
定

さ
れ
る
点
で
す
。
こ
れ
は
、
副
作
用
を
起
こ

し
や
す
い
治
療
初
期
段
階
が
、
花
粉
の
飛
散

時
期
と
重
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

そ
の
他
、
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
方
、
高
血

圧
の
薬
を
飲
ん
で
い
る
方
な
ど
、
治
療
を
受

け
ら
れ
な
い
方
も
い
ま
す
。

新
し
い
治
療
法
の
考
え
方

体
質
改
善
は
一
朝
一
夕
で
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
口
の
中
に
垂
ら
す
だ
け
と

は
い
え
﹁
毎
日
休
む
こ
と
な
く
３
年
以
上
続

け
ら
れ
る
根
気
﹂
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
効
果
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

完
全
に
治
っ
て
薬
が
要
ら
な
く
な
る
人
は
全

体
の
２
割
、
つ
ら
い
症
状
が
軽
く
な
る
人
が
５

割
、改
善
さ
れ
な
い
人
も
２
、３
割
は
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
確
認
の
上
、
希
望
す
る
方
は
、

か
か
り
つ
け
の
耳
鼻
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
︵
す
べ
て
の
耳
鼻
科
で
実
施
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
︶
。
費
用
は
保
険
が
適

用
さ
れ
、
３
割
負
担
で
月
３
０
０
０
円
程

度
。
１
カ
月
に
１
度
︵
２
０
１
５
年
10
月
ま

で
は
２
週
間
に
１
度
︶
通
院
し
、
処
方
を
受

け
ま
す
。

花
粉
症
の
薬
は
、
市
販
薬
も
含
め
、
新
し

い
薬
が
次
々
に
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
も

一
番
の
対
策
は
﹁
ア
レ
ル
ゲ
ン
の
回
避
﹂
つ

ま
り
﹁
花
粉
を
吸
わ
な
い
、
浴
び
な
い
、
持

ち
込
ま
な
い
﹂
こ
と
。
外
出
時
は
マ
ス
ク
や

眼
鏡
、
つ
る
つ
る
し
た
コ
ー
ト
で
花
粉
を
ブ

ロ
ッ
ク
し
、
帰
宅
後
は
外
で
洋
服
や
髪
か
ら

払
い
落
と
し
、
う
が
い
・
洗
顔
・
鼻
洗
い
で

洗
い
流
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

夏から秋に始める花粉症治療
～舌下免疫療法～

アレルゲン免疫療法

皮下免疫療法 舌下免疫療法
（2014年10月から）
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ド
ク
タ
ー
訪
問

猫 との生活

助川　泉 先生
（桂島いずみクリニック　院長）

疾
患
を
診
て
い
ま
す
。
６
人
の
女

性
ス
タ
ッ
フ
と
は
開
院
以
来
の
仲

で
、
私
に
と
っ
て
右
腕
の
よ
う
な

存
在
で
す
。

最
近
の
関
心
事
は
、
わ
が
家
に
４

匹
目
の
猫
が
来
た
こ
と
。
私
の
日
常

は
、
生
後
４
カ
月
の
猫
に
引
っ
掻
き

回
さ
れ
て
い
ま
す
（笑
）。

猫
と
の
生
活
が
始
ま
っ
た
の
は
５

年
前
。
ブ
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
か
ら
ロ
シ

ア
ン
ブ
ル
ー
の
姉
妹
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
息
子
に
﹁
姉
妹
を
離
す
の
は

か
わ
い
そ
う
﹂
と
言
わ
れ
、
１
匹
の

予
定
が
２
匹
に
な
り
、
さ
ら
に
﹁
よ

け
れ
ば
ア
ビ
シ
ニ
ア
ン
を
半
額
で
引

き
取
り
ま
せ
ん
か
？
﹂
と
誘
わ
れ
、

結
局
３
匹
に
（笑
）。
で
も
穏
や
か
な

性
格
だ
っ

た
の
で
、

こ
れ
ま
で

は
問
題
な

く
過
ご
し

て
き
ま
し

た
。と

こ
ろ

が
新
顔
の

ト
ン
キ
ニ
ー
ズ
と
き
た
ら
、
嫌
が

る
先
輩
猫
を
追
い
か
け
回
し
、
ト

イ
レ
の
砂
を
部
屋
中
に
蹴
散
し
、

や
り
た
い
放
題
（苦
笑
）。
し
ば
ら

く
は
悩
ま
さ
れ
そ
う
で
す
。

髙橋　真 先生
（桜ヒルズウィメンズクリニック　院長）

抑
え
、
自
然
分
娩
と
完
全
母
乳
育
児

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

以
前
の
建
物
は
待
合
室
が
狭
く
、

お
子
さ
ん
連
れ
、
が
ん
検
診
の
方
、

妊
娠
を
望
ま
れ
る
方
が
一
緒
で
気
づ

ま
り
で
は
…
と
、
思
い
切
っ
て
待
合

ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
、
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
ま
し
た
。
病
棟
も
個
室
を

拡
充
し
、
産
後
は
ゆ
っ
た
り
過
ご
せ

る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ア
ウ
ト
ド
ア
で
す
。
水
の

森
キ
ャ
ン
プ
場
が
近
く
に
あ
り
、
よ

く
利
用
し
て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
の

楽
し
み
は
﹁
た
き
火
﹂
。
火
の
あ
る

生
活
が
好
き
で
、
ラ
ン
タ
ン
は
ガ
ソ

リ
ン
式
、
そ
れ
も
コ
ー
ル
マ
ン
の
ワ

イ
ン
カ
ラ
ー
の
タ
イ
プ
に
こ
だ
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
色
は
販
売
期
間
が

短
く
希
少
品
な
の
で
、
見
つ
け
る
と

つ
い
買
っ
て
し
ま
い
、
い
つ
の
間
に

か
８
台
に︵
笑
︶。
震
災
の
時
は
大
い

に
役
立
ち
ま
し
た
が
。

先
日
新
築
し
た
自
宅
も
薪
ス
ト
ー

ブ
を
設
置
し
、
念
願
の
﹁
火
の
あ
る

暮
ら
し
﹂
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

▲きれいに磨き上げられたランタンコレクション

生
ま
れ
は
名
古
屋
で
す
が
、
神
奈

川
、
筑
波
、
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

と
移
り
住
み
、
２
０
０
４
年
に
夫
の

転
勤
地
・
仙
台
で
﹁
桂
島
い
ず
み
ク

リ
ニ
ッ
ク
﹂
を
開
き
ま
し
た
。
一
般

内
科
・
小
児
科
と
専
門
の
内
分
泌

１
９
８
０
年
に
父
が
開
院
し
た
産

婦
人
科
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
５
年

前
か
ら
﹁
桜
ヒ
ル
ズ
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ク

リ
ニ
ッ
ク
﹂
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
現
在
は
父
と
私
の
２
人
体

制
で
す
。
医
学
的
介
入
を
最
小
限
に

火 のある暮らし

▲ロシアンブルーの「もも（左）」と
アビシニアンの「すず（右）」

▲トンキニーズの「りん」
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女性の一生の中で、ホルモンが劇的に変化する時期は3回あります｡
1回目は思春期です。女性ホルモンが上昇して月経が始まり、第二次性徴

を伴う体の変化が起きます。

2回目は妊娠・分娩期です。妊娠すると女性ホルモンが増加。特にエストリオールというホルモン
は非妊娠時の1000倍にもなります。
それらのホルモンは分娩すると一気に下がり、約7日間で元のレベルに戻ります。この急激な変化

に心身の適応が追い付かず、「マタニティブルー」になる女性がいるのです。分娩が高齢化すると、
若い時より変化に順応しにくくもなります。
出産はおめでたいことではありますが、赤ちゃんと静かに過ごす時間を大切にしてください。

すべての身体的機能が平常の状態に戻るのには約6ヵ月かかります。

最後は更年期です。更年期とは、平
均51歳といわれる閉経の前後約10年間
を指します。
この時期になると女性ホルモンの分

泌が低下し、のぼせや月経不順などの
「更年期症

�
状
�
」が現れます。自然の摂

理としてそういう仕組みになっている
以上、更年期症状を回避することはで
きません。大切なのは本人の捉え方、
考え方です。「もう女性として終わりだ」などと悲観せず、「最近汗かきになって、私もお年頃だ
わ」と上手に受け流しましょう。
ただし、症状が重く日常生活に支障が出るような場合は「更年期障

�
害
�
」ですから、遠慮なくご相

談ください。今はさまざまなお薬療法があります。

人生50年だった時代は、閉経と共に人生も閉じていました。ところが今や閉経後の人生が30〜40
年も続き、「女性ホルモンの無い人生」も長くなっています。
女性ホルモンが無くなることを恐れる必要はありません。ただ、骨への影響が大きいことには注

意が必要です。閉経後に骨を増やすことは難しいので、その前から日の光を浴びて歩く、運動す
る、食事に気をつけるなど「骨を丈夫にする生活習慣」を心掛けましょう。

健康にまつわるご質問がある方は、住所、氏名、年齢、電話番号を明記の上、とじ込みの
はがきでお送りください。なお、採用された方にはクオカードを差し上げます。

※いただいた中から編集部で選考の上、年2回発行の本誌でご紹介します。
※いただいた個人情報は、掲載に関すること以外には使用いたしません。

〜読者から寄せられたご質問に答えるページです〜

お えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えしますお えします答
女性ホルモンについて教えてください。産後、ホルモンの

変化で大変苦労しました。
Ｑ

A

ご質問
募集中

0歳 10歳 20歳 30歳 40歳

初経
▼

▼女性ホルモンの量の変化

閉経
▼

80歳70歳60歳50歳

思春期 性成熟期 更年期

鬼怒川産婦人科医院
副院長 鬼怒川知香 先生
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⓬

「母が戦前仙台市中心部の“医者町”に住んでいたと言うのですが、今のどの辺りでしょう
か？」という問いに、当時図書館でレファレンスを担当し、仙台については大体知っていた
つもりがとっさに答えられず困った経験がある。すぐに住居表示前の住所録や戦前の地番入
り地図、そしてそれらに関する文献を二三探ったがさっぱり分からず途方にくれた。
ふと思い着いたのが戦前仙台市中心部の立町通に面した東二番丁74番地（現明治安田生命

仙台一番町ビル前辺り）で古本屋を営んでいた母方の祖母の存在であった。当時は既に80歳
過ぎ足腰こそ多少弱っていたが頭の方はしっかりしていたので、早速電話で“医者町”につい
て尋ねてみた。「そんなことも知らないのか、素人が！」と言いながら教えてくれたのが、
「昔住んでいた東二番丁・三番丁・四番丁・元寺小路周辺には戦前から開業医が多かったの
で、その辺りを通称“医者町”といったのであって、そんな住所はないよ」とのことであっ
た。考えると今でも東二番丁沿の阿部眼科（三越仙台店内）や松沢内科、東三番丁沿の三好耳
鼻科や大橋眼科・師小児科（モロＢＬ、ドーミーインEXPRESS内）、東四番丁沿の五十嵐産
婦人科、そして広瀬通沿の鬼怒川眼科や元寺小路の懸田歯科等がある。懸田歯科のホームペ
ージには初代懸田熊治以来「開業114周年　懸田歯科医院の歴史」とあり、また今は移転し
てしまったが昭和５年１月に東二番丁にあった旧裁判所庁舎を再利用して開設、昭和14年に
当時はまだ珍しかった鉄筋コンクリート造地上５階・地下１階となった仙台市立病院（現タ
ワービルの辺り）やその道路へ隔てて東側に磯病院（現三井ガーデンホテル前辺り？）があっ
たりと、その辺りを“医者町”と言われるとそう思うのは確かである。では、何故この辺りに
開業医が多く住まいするようになったのであろうか？
昔、 “○○丁・〇〇小路”は武家の住まいするまち、“○○町”は職人・町人の住まいする町
屋で、藩政時代は勿論東二番丁〜四番丁や元寺小路は侍町であった。しかし明治維新で心な
らずも賊軍の汚名を着せられた仙台では、主の居なくなった武家のまちは廃れて“狐狸妖怪
の住まいする所”とまで言われた。とはいえ、昭和３年の東北勧業博覧会の開催を境に仙台
市電が出来、同８年には東一番丁の北側に三越仙台店、南側に藤崎百貨店が出来ると人の流
れも変わり、仙台の街の中心がそれまでの大町三・四丁目、国分町・南町から東一番丁・大
町五丁目周辺に移ることで、この辺りには多くの住人が住まいするようになった。しかも比
較的生活に余裕がある
商売人や企業者が多
く、患者の確保もでき
る環境にあった。そう
した中、一区画の広い
武家地跡は診療施設や
病室といった広いスペ
ースが必要だった医療
機関には格好の条件で
あったことが多くの開
業医を生んだのであ
り、その地を“医者町”
というようになったの
かもしれない。
（仙臺卿土研究会
理事　渡邊　洋一）

仙
台
歴
史
を
歩
く

〝〝医
者
町

医
者
町
〟〟ってって
何
処
何
処
？？

昭和13年現在　仙台市中心市街地住宅地図
（東二番丁・東三番丁・東四番丁）
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市
民
医
学
講
座
か
ら

C
A
L
E
N
D
A
R

市
民
医
学
講
座

仙
台
市
・
仙
台
市
医
師
会

仙
台
市
医
療
セ
ン
タ
ー・仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

︹
問
い
合
わ
せ
︺仙
台
市
医
師
会

Tel.︵
2
2
7
︶1
5
3
1

﹁
市
民
医
学
講
座
﹂
は
、
専
門
分
野
の
第

一
人
者
か
ら
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
新

し
い
情
報
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
公
開
講

座
で
す
。

毎
月
１
回
開
催
。
各
回
の
模
様
は
、
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
︵
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
仙
台
キ
ャ
ベ

ツ
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
-Ｖ
︶
で
放
送
し
ま
す
。

※
開
催
場
所
は
仙
台
市
急
患
セ
ン
タ
ー
・

仙
台
市
医
師
会
館
２
階
ホ
ー
ル

︵
仙
台
市
若
林
区
舟
丁
64
l

12
︶

⓭

８
月
20
日︵
木
︶

家
庭
と
職
場
で
予
防
で
き
る
肺
の
病
気

広
瀬
　
俊
雄
 先
生

10
月
15
日︵
木
︶

爪
の
お
話

今
野
　
喜
郎
 先
生

９
月
17
日︵
木
︶

Ｃ
型
肝
炎
の
新
し
い
治
療

小
林
　
智
夫
 先
生

杜
の
都
の
脳
卒
中
治
療
最
先
端

︵
４
月
16
日
／
広
南
病
院
血
管
内
脳
神
経

外
科
部
長
　
松
本
康
史
先
生
︶広南

病
院
は

全
国
で
も
最
高

水
準
の
脳
卒
中

専
門
病
院
で
あ

る
。
治
療
は
時

間
と
の
勝
負
な

の
で
、
脳
梗
塞

や
脳
出
血
が
疑

わ
れ
る
症
状

︵
顔
が
ゆ
が
む
、
片
側
の
手
足
に
力
が

入
ら
な
い
、
言
葉
が
う
ま
く
話
せ
な

い
︶
が
あ
れ
ば
迷
わ
ず
救
急
車
を
呼
ん

で
ほ
し
い
。
く
も
膜
下
出
血
は
激
し
い

頭
痛
が
特
徴
的
。

脳
梗
塞
の
新
し
い
治
療
法
と
し
て
、

道
具
を
使
っ
て
血
栓
を
回
収
す
る
﹁
血

栓
除
去
術
﹂
が
あ
る
。
く
も
膜
下
出
血

も
、
開
頭
せ
ず
に
脳
動
脈
瘤
を
プ
ラ
チ

ナ
コ
イ
ル
で
詰
め
る
﹁
脳
動
脈
瘤
塞
栓

術
﹂
と
い
う
先
端
治
療
法
が
あ
る
。

健
康
診
断
よ
も
や
ま
話
～
健
診
デ
ー
タ

の
読
み
方
～

︵
５
月
21
日
／
東
北
薬
科
大
学
病
院
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
主
任
部
長
　
阿
部
眞
秀

先
生
︶

２
０
１
４
年
に
﹁
新
た
な
健
診
の
基

本
検
査
の
基
準
範
囲
﹂
が
発
表
さ
れ
、

﹁
健
康
基
準
値
が
変
わ
っ
た
﹂
と
話
題

に
な
っ
た
が
、
健
診
デ
ー
タ
を
読
む
時

は
﹁
時
間
の
流
れ
の
中
で
ト
レ
ン
ド
と

し
て
捉
え
る
﹂
つ
ま
り
﹁
時
系
列
評

価
﹂
を
す
る
こ

と
の
方
が
大
切

で
あ
る
。

死
因
別
に
多

い
﹁
が
ん
﹂

﹁
動
脈
硬
化
﹂

の
対
策
が
、
今

必
要
と
さ
れ
て

い
る
。﹁
高
血

圧
・
脂
質
管
理
︵
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
︶・
糖
尿
病
︵
血
糖
値
︶﹂
の
基
準

は
１
４
０
。
こ
の
数
字
を
覚
え
て
お
い

て
ほ
し
い
。

高
齢
者
の
目
の
病
気
に
つ
い
て

︵
６
月
18
日
／
阿
部
眼
科
診
療
所
院
長

阿
部
信
一
先
生
）

高
齢
者
に
多

い
目
の
病
気

﹁
白
内
障
﹂

﹁
緑
内
障
﹂

﹁
糖
尿
病
網
膜

症
﹂
﹁
加
齢
黄

斑
変
性
症
﹂
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
、

原
因
、
症
状
、
治
療
法
を
解
説
。

い
ず
れ
も
高
齢
に
な
る
ほ
ど
有
病
率
が

上
が
る
。
初
期
は
自
覚
症
状
が
無
く
、

重
症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
。

ま
ず
は
き
ち
ん
と
健
診
を
受
け
、
疑
わ

し
い
時
は
改
め
て
精
密
検
査
を
受
け
る

こ
と
。
検
査
に
よ
っ
て
は
瞳
孔
を
広
げ

る
目
薬
を
使
う
の
で
、
車
や
バ
イ
ク
を

運
転
し
て
来
な
い
。
悩
む
よ
り
眼
科
へ
。

自
分
の
目
は
自
分
で
守
る
。

ケーブルテレビ放送番組

水虫
8月

白内障

9月

10月

足部の変形

仙台市医師会では、ケーブルテレビを活用して
医療と健康についての番組を放送しています。

■「放射線治療」
神宮　啓一　先生（6月の放送より）

■「小児の虐待」
村田　祐二　先生（7月の放送より）

市民医学講座 1時間番組
■J：COM仙台キャベツ（4チャンネル）
火曜 21:30～ 金曜 20:00～
土曜  8:00～

■CAT‑V（4チャンネル）
火曜 14:00～ 木曜 18:00～

仙台市医師会広報番組
（家庭の医学）30分番組

■J：COM仙台キャベツ（4チャンネル）
水曜 19:00～ 木曜 21:30～
日曜 8:00～

■CAT‑V（4チャンネル）
火曜 10:00～　木曜 10:00～
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役立ててください。こんな施設、あんな窓口。仙台市内の医療と保健・福祉

⓮

仙
台
オ
ー
プ
ン
病
院

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
5
2
︶1
1
1
1

茂
庭
台
豊
齢
ホ
ー
ム

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
8
1
︶3
1
9
0

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団

初
期
救
急
医
療
機
関
案
内
電
話
番
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
3
4
︶5
0
9
9

Ｆ
Ａ
Ｘ︵
2
１
4
︶5
0
9
7

宮
城
県
地
域
医
療

情
報
セ
ン
タ
ー

仙
台
市
医
療
相
談

窓
口

仙
台
市
医
師
会

要
介
護
と
認
定
さ
れ
た
方
が
、
よ
り
自

立
し
て
家
庭
復
帰
が
で
き
る
よ
う
に
医

療
・
看
護
・
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
介
護
が
困
難
な
場
合
な
ど

数
日
程
度
の
短
期
入
所
︵
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
︶
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

仙
台
市
救
急
医
療
事
業
団
で
は
、休
日･

夜
間
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
市
内
の
医

療
機
関
の
電
話
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

電
話
受
付
時
間

平
日
　
／
午
後
７
時
〜
翌
朝
７
時

土
曜
　
／
午
後
２
時
〜
翌
朝
７
時

休
日
※
／
午
前
９
時
〜
翌
朝
７
時

※
休
日
↓
日
曜
、国
民
の
休
日
、年
末
年

始
。た
だ
し
、診
療
科
･
時
間
帯
に
よ
り

ご
案
内
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

2
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
 ６
５
、８
８
０
円︵
税
込
︶

●
月
〜
火
コ
ー
ス
、
水
〜
木
コ
ー
ス

午
前
８
時
か
ら
受
付
、
翌
日
午
後
１
時
頃
終
了

●
木
〜
金
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
か
ら
受
付
、

翌
日
午
後
3
時
30
分
頃
終
了

人
間
ド
ッ
ク
の
ご
案
内

当
健
診
セ
ン
タ
ー
は
安
心
し
て
質
の
高

い
健
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
施
設
と

し
て
、
日
本
ド
ッ
ク
学
会
よ
り
﹁
人
間

ド
ッ
ク
健
診
施
設
機
能
評
価
﹂
に
認
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
病
院
併
設

の
利
点
を
生
か
し
、
受
診
後
の
精
密
検

査
や
治
療
が
必
要
な
と
き
は
当
院
で
お

手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

1
日
ド
ッ
ク

健
診
費
用
 ３
７
、８
０
０
円︵
税
込
︶

●
月
・
火
・
水
・
木
・
金

午
前
7
時
45
分
受
付
、
午
後
１
時
頃
終
了

オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

全
大
腸
内
視
鏡
検
査
、ピ
ロ
リ
菌
検
査
、

胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
。
心
臓
超
音
波
検
査
、

動
脈
硬
化
検
査
な
ど
を
ご
用
意
。

大
腸
が
ん
検
診

︵
免
疫
学
的
便
潜
血
反
応
検
査
︶

１
、６
２
０
円︵
税
込
︶

検
診
費
用
 ２
１
、６
０
０
円︵
税
込
︶

検
査
時
間
は
40
分
く
ら
い

レ
ディ
ー
ス
ド
ッ
ク

乳
が
ん
検
診
   ５
、４
０
０
円︵
税
込
︶

子
宮
が
ん
検
診
５
、６
５
７
円︵
税
込
︶

●
火
・
水
の
い
ず
れ
か
午
前
10
時
45
分
受
付

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

１
日
７
時
間
程
度
、
機
能
訓
練
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
日
常
生
活
訓
練
を
行

い
、
食
事
、
入
浴
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日︵
土・祝
祭
日
を
除
く
︶

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
定
員
40
名

●
送
迎
地
域
︵
希
望
の
場
合
）：
長

町
、
八
木
山
、
秋
保
、
愛
子
、
名
取
市

の
一
部
︵
そ
れ
以
外
の
地
域
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
︶

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

施
設
入
所

理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・
言
語
聴

覚
士
が
自
宅
を
訪
問
し
、
心
身
機
能
の

維
持
・
改
善
と
日
常
生
活
動
作
の
向
上

に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
提
供
日

月
曜
日
〜
金
曜
日︵
土・祝
祭
日
を
除
く
︶

宮
城
県
休
日･夜
間
診
療
案
内

24
時
間
対
応
の
電
話
自
動
音
声
と
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
で
、宮
城
県
内
の
休
日
当
番

医
、
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
等
の
診

療
科
目
、医
療
機
関
名
、住
所
、電
話
番

号
、診
療
時
間
を
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

T
E
L︵
２
１
６
︶９
９
６
０

な
お
、
休
日
当
番
医
情
報
や
そ
の
他
の

情
報︵
県
内
感
染
症
情
報
、イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
情
報
等
︶は
、当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
m
ic.or.jp/

診
療
に
関
す
る
相
談
窓
ロ

医
師
と
医
療
を
受
け
る
患
者
さ
ん
と

が
、共
同
し
て
疾
病
を
克
服
し
、医
師
・

●
受
付
時
間
：
平
日
９
時
〜
12
時
、

13
時
〜
15
時
︵
開
庁
日
に
限
る
。
電
話

ま
た
は
面
談
。
面
談
は
予
約
制
︶
原
則

30
分
以
内
。

●
相
談
内
容
：
市
民
の
皆
様
が
安
心
・

納
得
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
医
療
に
関
す
る
不
安
や
心
配

な
こ
と
に
つ
い
て
の
相
談
や
、
お
近
く

の
医
療
機
関
の
案
内
な
ど
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
病
気
の
診
断
や
治
療
に
関
す

る
相
談
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

仙
台
市
健
康
福
祉
局
健
康
安
全
課

T
E
L︵
２
１
４
︶０
０
１
８

表紙の言葉 盛況だった第1回こども医学講座。今後もよりいっそうの充実に努めてまいります。

宮
城
県
女
医
会

女
性
医
療
相
談

女
性
の
健
康
を
心
身
両
面
か
ら
サ
ポ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
的
に
女
性
医
師
が
対

応
し
ま
す
。
完
全
予
約
制
で
す
の
で
電

話
を
い
た
だ
い
た
後
、
担
当
者
か
ら
相

談
の
日
時
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
電
話
相
談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

電
話
受
付

平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

T
E
L
０
９
０
-７
０
７
５
-２
５
２
５

相
談
日
時
 毎
週
土
曜
日︵
完
全
予
約
制
︶

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

相
談
会
場
  エ
ル
・
ソ
ー
ラ
仙
台

※
都
合
に
よ
り
相
談
室
に
来
ら
れ
な
く

な
っ
た
場
合
は
電
話
で
そ
の
旨
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

居
宅
支
援
セ
ン
タ
ー
豊
齢

Ｔ
Ｅ
Ｌ︵
2
8
1
︶3
1
9
0

居
宅
介
護
支
援
事
業
と
し
て
主
治
医
の

意
見
を
取
り
入
れ
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ

い
て
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

患
者
間
の
よ
り
良
い
関
係
を
築
く
こ
と

を
目
的
と
し
て﹁
診
療
に
関
す
る
相
談

窓
口
﹂を
仙
台
市
医
師
会
内
に
設
置
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.sendai.m
iyagi.m
ed.or.jp/

脳
検
診︵
M
R
I・M
R
A
︶

健
診
セ
ン
タ
ー
　
人
間
ド
ッ
ク
係

T
E
L︵
２
５
２
︶
１
１
１
１

︵
内
線
３
５
０
１
︶

http://w
w
w
.openhp.or.jp

ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

編集後記
今回の「てとてとて」では、仙台市医師会・仙台市・仙台市医療センター・

仙台市救急医療事業団の４団体が共催している「市民医学講座」を特集しまし
た。昭和47年から毎月１回ずつ開催し、ついに500回を迎えることができまし
た。市民の皆様が高い関心を持つ分野から、医療の進歩と社会情勢の変化にあ
わせたテーマを選び、第一線でご活躍中の先生方に講師となっていただいてお
ります。これからも一歩一歩回を重ねていく所存ですので市民の皆様のご協力
をよろしくお願いします。

（仙台市医師会医政広報部　小針　瑞男）

感想・ご意見、投稿をお待ちしています。
「てとてとて」編集部宛お寄せください。

〒984−0806 仙台市若林区舟丁64−12
仙台市医師会 医政広報部 宛

誌名「てとてとて」の意味は、「家族を含めた患者さんと医師、
そして行政の三者の手の強い結びつき」を表しています。

本誌の複写・転載については、仙台市医師会にご相談ください。
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40“心強い存在 ”
こども専門の急病診療

平
成
26
年
11
月
、
仙
台
市
立
病
院

の
移
転
時
に
併
設
さ
れ
た
﹁
仙
台
市

夜
間
休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所
﹂
。

14
才
以
下
の
内
科
的
疾
患
を
専
門
と

す
る
救
急

医
療
機
関

で
す
。

取
材
日

は
土
曜
日
。

体
調
を
く

ず
し
た
お

子
様
た
ち

が
診
察
の

順
番
を
待

っ
て
い
ま

す
。
お
昼
頃
か
ら
急
に
38
度
の
発
熱
と

頭
痛
で
食
欲
も
な
く
な
って
し
ま
った
小

学
校
２
年
生
の
一
仁
く
ん
。
お
父
さ
ん

と
お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
診
察
室
へ。

﹁
の
ど
が
少
し
赤
い
の
で
風
邪
で
す
ね
。

吐
き
気
は
な
い
の
で
大
丈
夫
で
す
よ
﹂

と
の
診
断
に
、
お
父
さ
ん
も
ホ
ッと
一

安
心
。
一
仁
く
ん
も
﹁
緊
張
し
な
か
っ

た

﹂
と
笑
顔
が
も
ど
り
ま
す
。
﹁
熱

が
少
し
あ
る
か
な
い
か
と
い
う
程
度
な
ら
、

ご
自
宅
で
様
子
を
み
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
普
段
よ
り
顔
色
が
悪
い

時
は
早
目
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま

す
﹂
と
ア
ド
バイ
ス
を
い
た
だ
い
た
の
は
、

東
北
大
学
病
院
の
木
村
正
人
ド
ク
タ
ー
。

小
さ
な
お
子
様
が
い
る
ご
家
庭
の
皆

さ
ん
に
は
ぜ
ひ
こ
の
時
間
帯
を
メ
モ
し
て

い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
時
の
迅
速
な

行
動
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

﹁
赤
ち
ゃ
ん
の
便
の
色
は
？
ご
き
げ
ん

は
ど
う
で
し
た
？
﹂。
待
合
室
で
は
看

護
師
さ
ん
の
問
診
に
お
母
さ
ん
が
真
剣

に
答
え
て
い
ま
す
。﹁
不
安
を
と
って
あ

げ
る
仕
事
﹂
と
木
村
ド
ク
タ
ー
が
言
う

通
り
、
診
察
を
待
つお
母
さ
ん
の
表
情

も
次
第
に
和
ら
い
で
い
き
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
が
何
か
み
つけ
た
よ
う
で

す
。
楽
し
そ
う
に
ほ
ほ
え
む
そ
の
目
線

の
先
に
は
、
壁
と
天
井
に
描
か
れ
て
い

る
か
わ
い
い
動
物
の
イ
ラ
ス
ト
が
あ
り
ま

し
た
。
み
ん
な
早
く
元
気
に
な
って

ね
！

古紙配合率70％の再生紙を
使用しています。

(診
療
所
の
診
療
時
間
)

●
平
日
19
時
15
分
~
翌
７
時

●
土
曜
14
時
45
分
~
翌
７
時
 

●
日
祝
９
時
45
分
~
17
時
、

18
時
~
翌
７
時

※
休
日
昼
間
の
受
付
時
間
に
は
、

昼
休
み
の
時
間
が
含
ま
れ
ま
す
。
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